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2016 年 10 月 21 日 鳥取県中部の地震 

（１）概要
2016 年 10 月 21 日 14 時 07 分に、鳥取県中部の深さ 11km で M6.6 の地震が発生し、鳥取県倉吉市、

湯梨浜町、北栄町で震度６弱、鳥取県鳥取市、三朝町、岡山県真庭市、鏡野町で震度５強を観測した
ほか、中国地方を中心に、関東地方から九州地方にかけて震度５弱～１を観測した。 

この地震により、負傷者 28 人、住家全壊２棟、住家半壊３棟などの被害を生じた（11 月２日９時
00 分現在、総務省消防庁による）。気象庁はこの地震に対して、最初の地震波の検知から 12.1 秒後の
14 時 07 分 36.4 秒に緊急地震速報（警報）を発表した。 

気象庁では、気象庁機動調査班（JMA-MOT）等を派遣し、この地震により震度６弱～５強を観測し
た震度観測点及びその周辺において、震度観測点の観測環境及び地震動による被害状況について現地
調査を実施した。現地調査の結果、震度５強以上を観測した地点の観測環境に異常は認められなかっ
た。 
 今回の鳥取県中部の地震による被害状況を表１－１に、震度１以上の最大震度別地震回数表、及び
震度１以上の日別地震回数グラフを次頁に示す。 

都道府県名 

人 的 被 害 住 家 被 害 非住家被害 

死者 
負 傷 者 

全壊 半壊 
一部 
破損 

公共 
建物 

その他 
重傷 軽傷 

人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 

大 阪 府 1 

兵 庫 県 3 

鳥 取 県 4 17 2 3 8,894 7 

岡 山 県 1 2 19 1 

合  計 5 23 2 3 8,913 8 

表１－１ 2016 年 10 月 21 日の鳥取県中部の地震による被害状況 

（2016 年 11 月２日９時 00 分現在、総務省消防庁による） 
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2016 年 10 月 21 日 14 時 07 分に、鳥取県中部の深さ 11km で M6.6 の地震（最大震度６弱）が発生
した。 

この地震発生以降、地震活動が非常に活発になり、10 月 31 日までに M4.0 以上の地震が 11 回、最
大震度４以上の地震が９回発生している。地震活動は、北北西－南南東方向に延びる長さ約 10km の
領域を中心に発生しており、減衰しつつも継続している。 

また、同日 12 時 12 分には、この地震の震央付近の深さ 10km で M4.2 の地震（最大震度４）が発生
し、その後、ややまとまった地震活動が発生していた。 

（２）地震活動
ア．地震の発生場所の詳細及び地震の発生状況

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２－１ 震央分布図 
（2016 年 10 月 21 日～2016 年 10 月 31 日 

深さ０～20km、M0.5 以上） 

図２－２ 領域ａ内の時空間分布図（Ａ－Ｂ投影） 

表２－１ 領域ａ内の最大震度４以上の地震の表 

鳥取県 

Ａ 

Ｂ 

今回の地震活動の 

最大規模の地震 

図２－４ 領域ａ内のＭ－Ｔ図 
及び回数積算図（M≧1.5） 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
Ｃ 

Ｂ 

図２－３ 領域ａ内の時空間分布図（Ｂ－Ｃ投影） 

ａ 

番号 震央地名 深さ Ｍ 最大震度
1 10月21日 12時12分 鳥取県中部 10 4.2 4
2 10月21日 14時07分 鳥取県中部 11 6.6 6弱
3 10月21日 14時08分 鳥取県中部 7 3.7 4
4 10月21日 14時30分 鳥取県中部 10 4.4 4
5 10月21日 14時33分 鳥取県中部 5 4.4 4
6 10月21日 14時46分 鳥取県中部 9 3.8 4
7 10月21日 14時53分 鳥取県中部 9 5.0 4
8 10月21日 16時52分 鳥取県中部 6 4.1 4
9 10月21日 17時59分 鳥取県中部 9 4.3 4

10 10月29日 13時43分 鳥取県中部 7 4.5 4

発震時

鳥取県 

岡山県 
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2016 年 10 月 21 日 14 時 07 分（日本時間）に鳥取県中部で発生した地震（MJMA6.6）について、国立研

究開発法人防災科学技術研究所の強震観測網（K-NET、KiK-net）及び気象庁震度計の近地強震波形を用い

た震源過程解析を行った。 

破壊開始点は、気象庁による震源の位置（35°22.8′N、133°51.3′E、深さ 11km）とした。断層面は、

気象庁 CMT 解の２枚の節面のうち、余震分布に整合的な北北西－南南東走向の節面（走向 339°、傾斜

90°）を仮定して解析した。最大破壊伝播速度は 2.6km/s とした。理論波形の計算には、Koketsu et al. 
(2012)の結果を参考に設定した地下構造モデルを用いた。 
主な結果は以下のとおり（この結果は暫定であり、今後更新することがある）。 

・ 主なすべり領域は走向方向に約８km、傾斜方向に約８km であった。

・ 主なすべりは破壊開始点から浅い領域に広がっている。

・ 最大すべり量は 1.7m であった（周辺の構造から剛性率を 31GPa として計算）。 

・ 主な破壊継続時間は約７秒であった。

・ モーメントマグニチュード(Mw)は 6.2 であった。

結果の見方は、http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/sourceprocess/about_srcproc.html を参照。
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断層面上でのすべり量分布 

星印は破壊開始点、矢印は西南西盤側
に対する東北東盤側の動きを表す。 

2016 年 10 月 21 日 鳥取県中部の地震 
－ 近地強震波形による震源過程解析（暫定）－ 

破壊開始からの経過時間（秒） 
走向方向(km) 

M0=2.88E+18Nm 
(Mw=6.24) 

すべり量 

解析に用いたメカニズム解 

断層面の設定に用いた節面
（走向 339°、傾斜 90°、すべ
り角 -10°）を赤線で示す。 

地図上の断層面の位置 

星印は破壊開始点、×印は断層面の範囲を表す。 

鳥取県

岡山県

星印は破壊開始点、灰色丸は気象庁一元化
震源（M6.6 の地震発生後１日以内、M2.0
以上、断層面からの距離３km 以内）を表す。 

走向方向(km) 

気象庁作成 

残差 0.5448 振幅の単位は cm/s 

（秒） 

 観測波形（黒：0.05Hz-0.5Hz）と理論波形（赤）の比較 

謝辞 国立研究開発法人防災科学技術研究所の強震観測網（K-NET、KiK-net）を使用しました。 

観測点分布 
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